
C S R 業界標準作成にあたって
株式会社最上インクス

うえ た ま こと

経営企画 上田 真理

近頃、 ｢企業の社会的責任｣ (C SR)という言葉をよく耳にするようになりました。 ｢企業の社会
的責任｣(CSR)として一時盛んであったメセナ (文化への支援活動)や、 利益の社会還元と考えて
いる人も多いようですが果たしてそれだけでしょうが?

時代背景と市場の変化

近年市場での企業価値の判断基準が変わりつ

つあるように思われます。 例えば、 これまでの投

資市場において、 投資評価は企業の財務分析に

よる指標が使われていましたが、 近年では財務分

析に加え、 社会 ･環境面から企業を選別して安定

的な収益を目指す投資手法 ｢社会責任投資｣ SR I

(So cia1 R e s p o n sible In v e stm e n t)が使われてい
ます。 企業が事業活動で得た利益を社会還元する

という考え方から、 企業の行っている活動が社会

的に、 環境的に良い活動なのか どうかが問われる

時代になってきています。

C S R への取組みは企業収益性と両立

C SR とは、英語の C o r p o r a te SociaIR e sp on sib1

1ity の頭文字を取った略語の事で、 近年急速に

普及しております。 今現在C SR に付いて明確な定

義はないようですが、 我々 は次のように考えてお

ります。『CSR とは、企業が ｢利潤の最大化｣、 ｢顧

客満足度の向上｣、 ｢株主価値の拡大｣ に限らず、

活動の基盤とする社会との関わり合いにおいて負

わなくてはいけない責任のこと、 すなわちC SR を

重視する経営とは、 日常の企業活動の中に、 社会

的公正性や倫理性、 環境への配慮等を取り込んで

いくこと』 だと考えております。 しかし、これら取

組みを社会やステークホールダーに対して一方的

最近、 C S Rと言う言葉を聞くことが多くなりま

した。 本協会でも金属プレス業界への C SR普及

を検討してきました。 業界に特化した標準システ

ム作成の一環として、 ㈱最上インクスに ｢第一段
階;業界標準プロトタイプの作成｣、｢第二段階:(標
準プロトタイプの検証として)自社システムの構
築｣ を依頼しました。 本稿は、 C S Rの背景 ･ 概
要説明から始まり、 作業概要および感想につい

て同社よりご報告していただきました。 (事務局)

に示すことだけでは不十分です。 C SR の取組みの

中には、リスクマネージメントや品質の向上、 B C P

(事業継続計画) なども含まれる事から、自社の競
争力強化につながっ ており、 結果として長期的な

企業価値を高め、 投資家や顧客企業から高い評価

を得ることができるものでもあります。 これまで

C SR の取組みは、 企業の社会的義務に付随する コ

ス トであるという見方が強かっ たですが、 今では

積極的な C SR への取組みは、企業の収益性と両立

するという認識さえ広まりつつあります。

具体的な取組みと効果

CSR 活動を積極的に行う為には、 膨大な ISO 関

連資料を基に数百ページにも及ぶマニュアルや帳

票の作成を必要とし、 金属プレス業界の多数を占

める中小企業にと っ ては高い壁があります。 もし、
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した。 以下取組について概要を報告します。

まず、 マ ニュア ルや帳票を プレス業界向けに

カスタマイズした雛型 (プロトタイ プ) の作成を
第1ステ ッ プとし、 次にプロトタイ プを使っ て自

社C SR システムを構築しながら 1.プロタイプの修

正、 2.カスタマイズ期間の把握を中心とした検証

を第2ステッ プとしました。 作業にあた っ ては、株

式会社イー ･ キュー ･ マネジメント (以下 ｢イー
社｣) の指導のもと、イー社にてすでに中小企業向
けに設問を絞り込んだ雛型 (以下 ｢基本プロトタ
イ プ｣) をベースに作業を進め、 現在は第2ステ ッ
プに取り組んでおります。 終了とともに 『金属プ

レス業界向けの標準雛型』 が完成する予定です。

第1ステ ッ プにおいては基本プロタイ プの設問

の妥当性評価を主として行い、プロトタイプは 2カ

月程度で仕上りました。 第2ステ ッ プでは、 雛型

が金属プレス業界内で汎用的に使えるように、 新

たに 2社に加わっていただき、 当社と同じ作業を

進めております。 構築にあたっては、 設問に基づ

いて ｢帳票作成→評価→帳票修正｣ を行いながら

進めました。 また、 企業評価にはチェ ックリスト

方式を採用しており、 それぞれの項目に 5段階の

評価を書き込むことでレーダーチ ャ ートが自動的

に作成され、 企業の魅力度が鮮明に見える工夫が

されております。 また、 この項目に関してもプレ

ス業界用にカスタマイズすることで、約250あった

項目を 50程度まで削減しました。 項目のほとんど

は、 我々が既に取り組んでいる内容ですが、 客観

的に評価することができなかったことがレーダー

チ ャ ートを使うことにより可能になったというこ

とが大きな利点です。

当社と同規模までの組織であれば、 リーダー 1

人と 2, 3名の推進者がいれば、 社外の公表にも十

分なC SR 報告書が作成でき、 マネージメントサイ

クルを構築することが可能であることが今回検証

できました。

カスタマイズを早期に推進

C SR とは、 決してハー ドルの高い取組みではな

く日々取組まれている活動そのものがC SR であ

り、 その活動内容を明文化することで企業の競争

力を高めるという取組みです。 早期にプレス業界

向けのカスタマイズを完成させ、 プレス業界の魅

力度向上に貢献できれば幸いです。
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